
 

１ 目 的 

 本年１月に発生した能登半島地震により、道路や宅地等における液状化 

の被害が大きかった地区を対象に、液状化リスク等に関する基礎的な調査 

を行い、今後の大規模地震に備えた液状化対策について調査・検討を行う 

もの。 

 

２ 調査内容 

  ① 被害状況の把握（現地踏査、既往資料分析、地盤変動解析） 

  ② 地盤調査（機械ボーリング、サウンディング、地下水位の確認） 

  ③ 再液状化の可能性判定（液状化リスクの整理） 

  ④ 液状化対策の検討（有効な対策工法の検討） 

 

３ 調査会社 

  応用地質 株式会社 

 

 

 

４ スケジュール 
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高 岡 市 液 状 化 対 策 検 討 業 務 委 託 に つ い て 

地質調査のイメージ 

①被害状況の把握

②地盤調査

③再液状化の可能性判定

④液状化対策の検討
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